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Kumarabhuta小考
大西啓一
1.はじめに
kumarabhutaという語は、我々にとっては仏教語「法王子」の原語とし
て知られている。それは取りも直さず、その法王子という語が Manjusrf(文
殊菩薩)という大乗仏教を代表する尊格の形容辞として良く知られている
からであると思われる。法王子とは「仰矯法王。菩薩入法正位乃至十地故。
悉名王子。皆任案号偽。如文殊師利1)Jという大智度論の童真地の説明に見ら
れるような教法上の王子を指すが、BHSDでの説明は‘whi1estil a youth， 
remaining a youth'と、教えの継承者であるか否かについては触れていな
いように、その原語の解釈には問題が含まれている。そして、この問題に
手を付け、kumarabhutaと文殊師利法王子の関係を論じたものとして著名
なものが、 E.Lamotte，“Manjusrf" T'oungρα0， 48(1960)であり、その中
の pp.1-6において sanatkumaraとManjusrfとの関係が論じられてい
る。そしてわが国において同様の問題を扱ったものとして平川彰「文殊師
利法王子の意味と一生補処H印度哲学仏教学j10 (1995)， pp. 1-20 (以下、
平川)がある。この論文は鳩摩羅什の訳経作業から kumarabutaと法王子、
文殊の関係を解きほぐそうとしたものであるが、文殊と一生補処の関係に
力点が置かれたためか、残念ながら kumarabhutaの原義については言及
されていない。このことについては平川 p.5において r......原始仏教等で
は、この語 (kumarabhuta)を教理用語として用いなかったものと思われ
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る。」と記されていることから、大乗仏教特有の特殊用語として考え、原意
へ遡及しての分析は困難であると考えられていたのかもしれない。また一
方で G.Schopen氏が“Thephrase 'saρrthivφradesas caityabhuto bhavet' 
in the 均;racchedika:Notes on the Cult of the Book in Mahayana"，と
いう論文の中で caitya-bhutaという語に関して、 bhutaは r-のようにな
った・~同然で、ある」ではなく、‘itbecomes a true， a real， a proper sacred 
place'2)であると指摘した。そしてそれを受けて袴谷憲昭氏が rpramal)a-
bhutaとkumara-bhutaの語義 bhutaの用法を中心として 」とい
う論文の中で、七hutaは「真実の-J r本物の-Jと考えるなら、 kumara-
bhutaも「真実の章子Jr本物の王子」となり、これが漢訳に見られる「童
真」に結びつくと指摘される3)。確かにこれならゴータマ・ブッダの王子
Rahulaに対比する表現として、仏法上の王子としての Manjusriに通じる
ものがありそうである。ただし、この考えが kumarabhutaのすべての用例
に当てはまるかどうかは、また別考を要するものと思われる。
そこで私は初期仏教文献に現れる kumarabhutaとジャイナ教文献に現
れる同語とを新たな材料に加えて検討することで、今まで積み重ねられて
きた研究内容に、少しでも提議を加えられれば、と考えるものである。よ
って kumarabhutaの原義的な用例を主眼として進めるため、 Manjusriの
出自と絡んで、くるような kumarabhutaの用例と考察については別稿を期
すこととし、本稿においては割愛して話を進めることとする。
2.問題の所在一-kurnaraとbhutaについて
まずこの kumarabhutaという語について検討するにあたって、まず最
初に避けられない問題として複合語における cvi-formation の問題があ
る4)0Skt.文の複合語中で、先行の語が cviの形を取るとき、後接の語が
-bhutaであるなら r-に成った・~として生じた」となるべきところであ
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るが、本稿で取り上げるような Pkt.や、その要素を含んだ Skt.文におい
ては cviの形を必ずしも厳格に取っておらず、その場合 -bhutaという複
合語の価値をどう捉えるのかという法則を記した規定や研究を、寡聞にし
て知り得る機会を得ていない。ゆえにこの kumarabhutaをその一例とし
て扱うことが必要となってくるのであるが、しかしこの kumarabhutaに
関してはより問題は複雑で、まず先行する kumaraがどのような意味で使
用されているのかにも問題がある。よって、それぞれ kumaraとbhutaにつ
いては、まず各々を個別に検討してみることが必要であると思われるので、
両者の用例について見てみることにする o
1. kumaraとkumarabhutaについて
kumara自体は非常にポピュラーな語で、「少年・王子Jを表すことはよ
く知られている。現在最新のパーリ語辞書 ADictionary of Pali5)の
kumaraの項の第一義の訳として‘achild; a boy...'と挙げられている o そ
して Skt.語源辞書である EWAにも挙げられるのは‘Kind，Knabe...'で
あることからも分かるょっに kumaraは基本的には「若者、少年Jの意で
ある。ただし同様の語balaや darakaなどが「少年」しか表さないことか
ら考えると、kumaraは少しそれらとは趣を異にしているようである。それ
は上記の辞書や他の辞書類もそうであるが、必ず‘prince'またはそれに類
する語をも訳語に挙げているからである。
kumaraが少年と王子の両方を表し得ることを示している好例に、聖典
中ではないが、ブッダの高弟の一人 Kumara-kassapaの命名の由来を記す
エピソードカfある。
o kumara-kassapati tassa namarp. kumara-kale pabbajitatta pana 
bhagavata; kassaparp pakkosatha， idarp phalarp va khadaniyarp 
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va kassapassa detha ti， vutte; katara-kassapassa? kumara-
kassapassa ti; eva~ gahita-namatta tato patthaya vuddha-kale 
pi kumara-kassapo tv eva vuccati. api ca ranno posavanika-
puttatta pi ta~ kumara-kassapo ti sañjãni~su. (Sv p. 807.) 
「クマーラカッサパとは、彼の名前である。少年の時に出家したので、尊
師によって『カッサノfを呼ぴなさい、この果実または硬食をカッサパに与
えなさいJと言われた時、『どのカッサパですか?j r少年(クマーラ)のカ
ッサパです』と、この様にして付けられた名前であるから、その時以降、
長じた時にも他ならぬ『クマーラ・カッサパJと言われた。また、王が養
育せしむべき息子でもあったので、彼を王子(クマーラ)のカッサパと呼
称した。」
また一方で、、 kumaraが性的な意味での少年を表す、つまり「純、潔・童貞・
未婚独身の若い男性」を示していることがある。そのことをジャイナ教文
献中に見てみることにする
o akumarabhue je kei， kumarabhue ti ham vae/ 
itthihi~ giddhe vasae， mahãmoha~ pakuvvati/ / 
Samavaya6) 30-307) 
fkurnarabhutaでないのに、『私は kumarabhutaである』と主張し、
女性に関して食欲に暮らしているような人は、大いなる愚を作っている。」
そしてその注釈は
akumarabhuta年akumarabrahmacari8)san ya年kascitkumãrabhü.to'ha~ 
kurnarabrahmacari aham iti vadati， atha ca stri与ugrddho vasakas ca 
stril!ã~ evayatta ity arthal;1， 
atha va vasati aste sa mahãmoha~ prakarotity. Tika 
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fkumarabhutaでなく、 kumara-brahmacarinではないのに、「私は
kumarabhutaであるJf私は kumara-brahmacarinであるJと主張し、そ
して次は、女性達に対して貧欲であり、 (vasaeとは)女性達の意のままに、
つまり「他ならぬ女性達に依存した」という意味である、あるいは又、
(vasaeとは)暮らし、坐して、彼は大愚を作っている、と。J
と記している。ここではもはや王子の意味はまったく意識されておらず、
むしろ少年の意から「性的に少年のままである・同然であるJとして
brahmacarinとの関係で捉えられていると考えられる。そしてこれは平川
p.6で述べられている「控欲を断じて出家する者Jという大乗菩薩における
kumarabhutaと同じ方向で考えられているのは興味深い。
1. bhutaとkumarabhutaについて
bhutaもまた今更説明の必要もないほど頻繁にインド諸古典文献中に見
られる語であるが、つまり.Jbhuの過去分詞である。よって Skt.文の複合
語中にこの語が用いられる時は前述したように、 cviの形を取るときは、
f-になった・~として生じたJとなるべきところであるが、本稿で取り
上げるような Pkt.や、その要素を含んだSkt.文においては cviの形を取
ることは稀で、そのため明確に区別することが難しい。
例えば PEDのbhutaの項を見るならば、過去分調の訳語として
(a )what has been or happened;… 
( b ) having become ~uch & such， being like， 
と記されており、 cvi-formationとそうでない複合語の意味が混交して存
在していることを示しているの。
そこへもって Schopen氏や袴谷氏論述の「真のー」という意味を加える
なら、それぞれが語形上の差異を伴わずに同居している以上、用例ごとの
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文脈上から判断するしかなしこのことがヲ|いては kumarabhutaにおい
ても語義の確定の障碍となっている。
II. kumara-bhutaという複合語について
以上の様に見てきた kumaraという語と bhutaという語が複合語にな
った場合は、どのような意味を表していると考えるべきなのか。
大まかに分類して、以下のようにそれぞれの語義を挙げてみる。
kumara:①若者・少年 ②王子 ③純潔者・童貞
bhuta ③ーと成った、~であった ⑧成ったに等しい、同然 。真の
そして、これらのどの組み合わせに当てはまるのか、初期仏教・大乗仏教・
ジャイナ教のうちから数例を挙げて検討してみることにする。
i. 初期仏教における kumarabhuta
始めに触れたように、初期仏教文献にも kumarabhutaが現れる。その箇
所は w.Bollee氏の自著 Studienzum Suyagacla I (以下 SS)pp.179-
180.で引用されているのだが、実は PTCには記載がなく、しかもパーリ
聖典にはわずか一例しか見られないことは指摘されていない。では早速そ
の箇所を見てみることにする。
( 1 )tena kho pana samayena ayasmato瓦nandassatirpsamatta 
saddhiviharino bhikkhu sikkham paccakkhaya hinayavatta 
bhavanti yebhuyyena kumarabhuta/ / (SN 1 p. 217) 
「さらにその時期に、尊者アーナンダの三十人の共住者達である比丘達は、
学練を放棄して、低劣なものへと退転(=還俗)した者達になり、そのほ
とんどが kumarabhutaであった。J
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この箇所の注釈は
ye te hlnayavatta nama te yebhuyyena kumara-bhuta dahara tarul).a， 
eka-vassika dve-vassika bhikkhu c'eva anupasampanna kumaraka ca. 
(Spk 1 p. 177) 
「彼ら低劣なものへと退転したと名付く者達は、彼らの殆どが kumara-
bhuta・年少者・若者であり、雨期を一度・二度経た比丘と具足戒を受けて
いない少年達10)である。」
これらを見ると、kumarabhutaは単に若い人達のことを表しているようで
ある11)。
そして、ここでの kumaraは②王子とは不可読であり、③童貞と読むこと
の根拠も積極的には認め難い。‘注釈が dahara，tan埠aと同格で述べる様
に、ここは消去法で①若者と考えるのが妥当であろう。
また bhutaはどれとの組み合わせも可能性はあるかもしれないが、 r(C)真
のJ+r①著者・少年Jr②王子Jr③純潔者・童貞」という組み合わせは文
脈からは当てはまらないようである。
一方で kumaraの女性形と bhutaの複合語ではあるが、このような例も
見られる。
( 2 ) tenakho pana samayena bhikkhuniyo unavlsativassarp kumari-
bhüta~ vutthapenti./ (Vin IVp. 327) 
「さらにその時期に、比丘尼達は二十歳に至らない kumaribhutaに具足
戒を受けさせた。J
この箇所の注釈12)からでは分かりにくいのだが、西村直子氏が指摘されて
いる通り 13)、ここにおける kumaribhutaとは samal).erlのうちの未婚者、
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すなわち処女性を有している沙弥尼を区別して kumaribhutaと呼んでい
るものと思われ、この用例からは kumarabhutaも性的な意味での少年性
つまり kumarar③純潔者・童貞」を合意している可能性が窺われる。そし
てこの文脈上、「②王子(この場合なら王女)Jと解するのは除外しても良
L 、。
また bhutaに関しては、文脈上からr@ーと成った、~であったH⑧成
ったに等しい、同然Jの両者はどちらとも解釈し得るので決定し難いし、
r(C)真のJというのも処女性の強調と考えるなら、解釈の可能性として否
定できない。
次いで大乗仏教文献の用例も見てみることにする。
i. 初期大乗仏教にみる kumarabhuta
大乗仏教に至って頻出する kumarabhutaであるが、その殆どは先にも
述べたように文殊の形容辞として現れるので、比較検討の材料とはならな
い。そこで文殊の形容辞でない箇所を挙げてみる。
( 3 ) bhagavatal:I candrasuryapradipasya tathagatasya...purvarp. kumar・
abhutasya anabhini手kranta-grhavasasyaa号tauputra abhuvan/tad 
yatha Matis ca nama rajakumaro‘bhut../ (Sdhp p. 19) 
「尊師チャンドラスールヤプラディーパ知来(以下仏十号)……が以前、
kumarabhutaで、家に居留することから出ざる時に、 8人の息子がいた。
すなわちマティという名の王子(以下八人の名)……がいた。」
この場合 kumarabhutaが指しているのは前後関係から、イ可かしらの在家
時に関する状態を指しているのは容易に察しがつく。(2 )の例文のように
沙弥尼(この場合は沙弥)のことではない14)。
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この点については、チベット訳は kumarabhutaを“gshonnur gyur pa" 
と訳すのを常としているため多くを語らないが、kumarabhutaを法王子と
訳した鳩摩羅什自身はこの箇所の漢訳で
「其最後偽未出家時有八王子一名有意……」と訳している15)。
また同様の事例がある。
( 4 ) sa bhagavan Mahabhijnajnanabhibhus tathagato...abhisarp.buddha年/
samanantarabhisarp.buddharp. ca tarp. viditva ye tasya bhagavataち
kumarabhutasya宇oclasaputra abhuvann aurasa/ (Sdhp p. 160) 
か
「彼の尊師マハーアビジュニャージュニャーナービブ知来(以下仏
十号)……は正しい覚りを開いた。そして彼が正しい覚りを聞いた直後で
あることを知って、彼の尊師の kumarabhutaには嫡男たる16人の息子達
がおり……。」
羅什訳「其f弗未出家時。有十六子16)J 
この二例では「③純潔者・童貞Jの意味での kumaraたり得ないことは、
子達を儲けていることから明白であろう。そして興味深いのは、上記では
kumarabhutaはマノ、ーアビジュニャージュニャーナービブ如来のことで
あったが、次には十六人の子達が同じく kumarabhutaと呼ばれている。
( 5 ) athakhalu bhiksavas te :;oclasa rajakumaral).kumarabhuta eva 
balaka daharas tam bhagavantarp. mahabhijnajnanabhibhurp. 
ta1;hagatarp..../(Sdhp p. 162) 
「さて、よいか比丘達よ、彼ら16人の王子・他ならぬ kumarabhutaの者達、
若い男子達、年少男子達は、彼の尊師マハーアビジュニャージュニャーナ
ービブ如来に……J
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この箇所は kumar'abhutaにrajakumaraという語が先行していることか
ら、必ずしも王子であることを示すために kumarabhutaを使う必要性は
なく、むしろ“kumarabhutaeva balaka daharas"と並列に表現されてい
るのと、(1)の注釈に“kumara-bhutadahara taruna"とあることの類似
点が興味深い。とするならば、先の例とも併せて考えると「①若者・少年J
の意で、未出家(在俗)の若者を指しているのだろうか17)。
(6 )katham idanirp. bhagavarp.s tathagatena kumarabhutena 
Kapilavastunah Sakya-nagaran ni$kramya Gaya-nagaran 泊 tidure
bodhima付avaragragatenanuttarasamyaksarp.bodhir abhisarp.bud-
dha./ (Sdhp p. 311) 
己んにち
「尊師よ、今日どのようにして、 kumarabhutaな知来は釈迦族の都城カピ
ラヴァストゥから出て、カ'ヤー都城から遠すぎないところで悟りの座の最
項点に到り、無上の正しく完全な悟りを聞かれたのですか。」
ここでは歴史上のゴータマ・ブッダについでの言及であり、カピラヴァス
トゥ時代のことであるようなので、仏伝の伝えるところでは王子(太子)
で既婚であったことから、少なくともこの kumaraも③「純潔者・童貞」
とはありえず、「①若者・少年」の意を踏まえつつ、「②王子Jの意味であ
る可能性が高いと思われる。ここで、これら用例とよく似た文が初期仏教
文献にも見られるので、見てみることにする。
( 7 ) Atha kho raja Magadho Seniyo Bimbisaro...bhagavantarp. etad 
avoca: pubbe me bhante kumarassa sato panca assasika ahesurp.， 
te me etarahi samiddha. pubbe me bhante kumarassa sato etad 
ahosi: aho vata marp. rajje abhisinceyyun ti， ayam kho me bhan旬
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pathamo assasako ahosi，… (Vin 1 p.37) 
「次いでマガダ国王セーニヤ・ピンビサーラ……は尊師にこのように述べ
た。『尊い方よ、以前、私が王子であった時に、五つの望みがありました。
それらは現在の私には成就しているのです。以前、私が王子であった時、
こう(思いが)生じました。「ああ、実に(人々は)王位へ私を潅項させて
くれればいいのに」と。お分かりの通り、これが私の第一の望みで
した・.....J 
ここでの kumaraは文脈から①若者または②王子の意味で用いられてい
ることがわかるが、注目したいのは、kumarabhutaのbhutaと同じ役割を
pubbe (...kumarassa) satoという表現が果たしているのではないか、とい
うことである。
bhutaが ./bhuの過去分調であることは先に触れたが、この ./bhuの言い
換えとも言うべき./asの現在分調 satと、過去時制を示す pubbaを用い
ることで、 r(過去に)-という状態であった」という内容を表し、 bhutaと
等価になっていると考えられるのである。
ii. ジャイナ教の kumarabhuta
前述の Bollee氏が言及しているということからも分かるように、
kumarabhutaという語は決して仏教固有用語ではなく、僅かではあるがジ
ャイナ教文献にも見受けられる。
まず古層に属するといわれる Suyag吋aには
( 8 ) sarapayayarp. ca jayae gorahagarp.ca samal).erae/ / 
ghacligarp. ca saclirp.clirp.ayarp. ca celagolarp. kumarabhuyae/ 
(Su 1， 4， 2， 13cd-14ab1S)) 
サω マネーラ
「小さなサラパーヤ19)を子のために、そして小牛車を小僧20)のために、
12 
ぱち
そして kumarabhutaのために接、小鼓、建を(持って来なさい)oJ
注釈における説明は以下のようである。
eso mama deva-kumarabhuto devata-pasadeIfa cevaharp. 
deva -kumara -sacchaharp. (21) puttarp. pasuta. (CUIfIfi) 
「これは私にとっての deva-kumarabhutaであり、そして他ならぬ神格へ
の浄信によって、私は神の男子のような息子を生んだ者である。」
kumarabhutaya k号ullakarupayarajakumarabhutaya va matputraya 
kriclanartham upanayeti，… (Tika) 
rkumarabhutayaとは、幼少の容姿を持つ者、または rajakumarabhuta
な我が息子の遊ぴのために、持って来なさい、と。」
ここにおける kumarabhutaは注釈の解釈によれば、神の子または王子の
ような、ということであると考えられるので、「①若者・少年Jr②王子J
という kumaraの基本的な意味に沿った用例であると言えよう。 bhutaに
関しては Cunniから解釈するならば、 cvi-formationとは考えていなかっ
たようである。
そして既に先に紹介したが、他には1.kumaraとkumarabhutaで述べ
たSamavaya30~30 とその平行文 Äd 9，12があり、それらは本文の内容
はもちろんのこと、直後の偶で brahmacarinについて対になるかのよう
に述べられていることや、注釈の内容からしても、この箇所の kumaraが
「①若者・少年Jr②王子Jとは考えにくく、同じジャイナ教文献でも前述
の Suの該当箇所とは趣を異にしている。
3.考察とまとめ
十分に用例とその内容を検討したとは言い難く、題目のごとく少考であ
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るので、早急な結論は避けねばならないが、以上の結果から考えられる内
容について考察をまとめてみる。
本稿p.6で分類してみた kumaraとbhutaの内容分け
kumara:①若者・少年②王子 ③純潔者・童貞
bhuta : @-に成った、~であった @成ったに等しい、同然 @真の
で考えてみると、この①一③、@一@のそれぞれを組み合わせた解釈が
kumarabhutaには有り得ると考えられる。ただ、今までの用例を見た範囲
では、kumaraに関しては3つそれぞれが、その場面の違いによって現れて
いるとも考えられるが、 bhロtaに関しては一見して cvi・formationと判別
できる語形でないにも関わらず、r@-，-へと成った、~であったjという cvi-
formationの示す内容と同価値での読解で、基本的には意味が通ると考え
て良いのではなかろうか。そしてそれは、他の解釈r@成ったに等しい、
同然Jや r(C)真のJが誤っているのではなく、語形の差異を伴わない以上、
当然そのような意味内容を包合し、同居する余地があったと言えるだろう。
さて、 kumarabhutaが「法王子Jと解されるのは妥当なのか、という聞
いを出してこの考察を進めてきたが、以上を考慮に入れるならば、 r<以前
に)若者・王子となって・であった(話中ではその状態が継続しているけ
という cvi-formationの複合語が基本・下敷きになっていて、そこから本来
cvi-formationを取っていないために「王子に等しい・王子も同然」という
非 cvi・formationへと解釈され用いられる余地を残していたことから、語
義が拡張されていった可能性があると考えられる。とすれば法王子を「真
の童子・王子Jと解釈する方法も、同じ線上に可能性を存しているとも言
えるのかもしれない。
また「法王子」の「法Jに該当する原語は考察してきた資料には存在せ
ず、また「法Jの字を付する必要もなかった。であるから、本義的には「法J
の訳語は必要なしあくまでも Manjusriに関わる形容辞や十地思想を表
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す必要性から「法Jが加えられたのであり、当の漢訳者達も、場面によっ
て使い分けていることも分かった。
以上のように kumaraとbhuta、そしてその複合語である kumarabhu-
taについて検討してきたが、今回では一部用例の収集だけで、
kumarabhutaの原義からその語義の変化していく流れを追って、解明する
ところまでは力が及ばなかったのであるが、これを踏み台にして重なり合
う語義の違いを解きほぐし、明解にその原義を辿ることを今後の課題とし
たい。
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SUMMARY 
A Brief Study on Kumarabhiit，α 
Keiichi ONISHI 
The word， Kumarabhil抱， is well known as epithet of Manjusri. 
However， there are few antecedent studies on this word and it is difi-
cult to say that they have sufficiently pursued the original meaning_ 
The reason is that we have not yet established the value of -bhilta 
which is not a cvi-formation in the compound_ So， 1 have made a com-
parative study on the word， kumarabhilta， by looking at some examples 
in the literature of early Buddhism， early Mahayana Budhisim and 
Jainism_ 
As a result， 1 have found as follows. kumara is roughly classifird 
into three; (1) young boy， (2) prince， and (3) chastity. The original 
meaning of ( 1) can be read also in the other two. So， 1 think that we 
should regard the meaning of (2) and (3) as derivations from (1). 
bhilta is roughly classified into three; (1)“what has been or 
happened" of a cvi-formation， (2)“having become such" of non-cvi-
formation， and (3.)“true" of non-cvi-formation. However， we have no 
good reason for differentiating the usage of bhilta according to the 
meaning. Moreover， on contradiction arises when read (2) and (3) 
as derivations from (1). Therefore， as an idea of reading the original 
meaning of kumarabhilta， 1 suggest出atwe understaf¥d the meaning of 
( 2) and (3) as being based on (1). 
区eywords kumarabhuta， cvi-formation，法王子， brahmacarin 
